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平成 ２6 年 １月10 日 

学認トラスト作業部会 

学学認認アアンンケケーートト 22001133 総総評評 

 

 アンケート回答機関数は 71 件です（平成 25 年 9 月以降構築の回答対象外 2 機関含む）。全体的に、手

本となるような機関が 2 割、適切な運用をしている機関が 6 割でした。一方、安定した運用のためには規則

類の整備が必要とみられる機関が 1 割、テスト運用段階で未評価とした機関が 1 割程度見られました。 

 

 

11 ガガババナナンンスス（（規規程程のの作作成成状状況況））  

 セキュリティポリシーについては、多くの大学で制定済みですが、定められていないとの回答が 16 機関

ありました。なお、IdP 運用に関するセキュリティポリシーについては 13 機関のみが定められているとの回

答でした。 

 IdP 運用に関するなんらかの規則の制定状況については、セキュリティポリシーや運用責任者の管理のも

と、適切に運用されている大学が多くみられます。しかし、IdP を対象として運用規則を制定している機関は

5 機関のみでした。 

 多くの大学において、利用者 ID の管理体制や全学的なセキュリティポリシーが整備されています。その

基盤の上になりたって IdP が適切に運用されていることが読み取れます。反面、IdP の運用規則やポリシー

の策定率が低く、IdP のみの運用実態を調査できるようなアンケートの再調整が課題となります。 
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評評価価結結果果		

お手本となるような運用　：12機関	

適切な運用　：43機関	

規定等の整備が必要　：8機関	

テスト中のため未評価　：7機関	

保留（問題はなさそうだがヒアリングしたい）　：1機関	

5	  
5	  

30	  
20	  

2	  
7	   2	  

Q1-‐5	  IdP運運用用規規則則のの制制定定		

1.全学情報サービスを担当する情報基盤センターの内規
がある　：5機関	
2.IdP運用規則がある　：5機関	

3.全学サービスセキュリティポリシーが存在する。IdPはそ
のもとで適切に運用されている　：30機関	
4.特にないが、運用責任者の管理の下、適切に運用され
ている　：20機関	
5.規則などは特にないが、現在制定中である　：2機関	

6.全学的にはテスト利用の扱いになっている　：7機関	

7.その他　：2機関	
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2 テクニカルなこと 

2.1  ID の運用状況（trusted DB と直結しているかどうか） 

 

 利用者IDのソースとしては、一部の機関を除き、Trusted DBもしくは部局が責任をもって運用しているDB

をもとにしており、適切なユーザ管理がなされています。 

 ゲスト/臨時アカウントについては、自由記述において、いくつかの機関において、情報処理センター長

の権限で発行できる体制があることが報告されました。 

 属性情報については、全ての機関において、Trusted DB の属性のみから計算や、他組織の属性は付与

しない体制となっており、システム運用基準3.2 は正しく守られています。 
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Q2-‐1	  利利用用者者IDののソソーースス		

1.Trusted	  DB　：50機関	

2.Trusted	  DB以外のDB　：15機関	

3.部局長印の書類をもとに管理者がダブルチェック　：0機関	

4.その他　：6機関	
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Q5-‐2-‐1	  上上位位のの全全学学ままたたはは部部局局ののセセキキュュリリテティィーーポポリリシシーー		

1.定められている　：13機関	

2.定められている(学内限定公開)　：42機関	

3.定められていない　：16機関	
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Q5-‐2-‐2	  IdP運運用用にに関関すするるセセキキュュリリテティィポポリリシシーー	  

1.定められている　：0機関	

2.定められている(学内限定公開)　：13機関	

3.定められていない　：58機関	



3 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2  パスワードポリシー 

 

 ID の再利用については、一部検討中の機関を除き再利用はないとの回答でした。ID とクレデンシャルの

配付については、本人確認を行うなど、各機関とも適切な運用が確立されています。共有 ID の禁止に関し

ても、各機関にて、セキュリティ面からの啓蒙活動や、共有しなくても業務を行えるような運用が行われてい

ます。 

 パスワードポリシーについても、ほぼ全ての機関において、パスワードポリシーがある、もしくはポリシー

はないが啓蒙活動はしているとの回答でした。 
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Q2-‐2	  IDののソソーーススかかららのの生生成成ルルーールル		

1.Trusted	  DBの属性のみ　：31機関	

2.他組織の属性は付与しない運用　：35機関	

3.その他　：5機関	
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Q3-‐1	  ID再再利利用用		

1.再利用はない　：53機関	

2.最低24ヶ月再利用はない　：14機関	

3.その他　：4機関	
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Q3-‐2-‐3-‐1  パパススワワーードドポポリリシシーー		

1.パスワードポリシーあり　：59機関	

2.パスワードポリシーなし、啓蒙活動あり　：10機関	

3.パスワードポリシーない、啓蒙活動なし　：1機関	

9.回答なし　：1機関	
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2.3  その他 

 

 ログの保存期間については、多くの大学が 3 か月以上保存する運用となっています。しかし、一部にて学

認技術運用基準にて推奨する 3 か月より短い機関が見られました。 

 また、今回のアンケートにて設定を再検討したとの回答が 2 機関ありました。 

 

3 プライバシー（プライバシーに関係すること） 

 

 IdP から送信される個人情報について、関係する法令に従うように運用されていないと回答した機関が 1

割程度ありました。 

 また、具体的な規則を制定している機関は約半数程度、uApprove を利用していると回答した機関は 18 機

関でした。 

 個人情報保護については、規程の策定率や uApprove の導入率が低いため、運用担当者への啓蒙活動

の検討が必要かもしれません。 
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Q4-‐2	  ププラライイババシシーーににつついいててのの具具体体的的なな規規定定		

1.規定がある　：33機関	

2.規定はないが、安全に運用　：27機関	

3.規定はない　：10機関	

9.回答なし　：1機関	

18	  

51	  

2	  

Q4-‐3	  uApprove.jpのの利利用用		

1.uApproveを利用している　：18機関	

2.uApproveを利用していない　：51機関	

9.回答なし　：2機関	
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Q4-‐1	  個個人人情情報報関関連連のの法法令令のの遵遵守守		

1.従うように運用されている　：64機関	

2.従うように運用されていない　：7機関	


